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すべての働く者の処遇を改善し、
底上げ･底支え･格差是正を実現しよう！

　連合長野は１月17日（金）、長野県松本勤労者
福祉センターにおいて、2014春季生活闘争方針
を決定する「第26回地方委員会」を開催した。執
行部、地方委員、女性・地協特別地方委員、傍聴
など約100名出席のもと、経過報告、春季生活闘
争方針などの議案を採択した。
　冒頭、中山会長は、「1997年と2012年を比較し
消費者物価指数は下がっているが、それ以上に
労働者の月例賃金は下がっている。賃上げが実現
しなければ消費税増税分は一方的な負担であり、
更なる家計の圧迫である。デフレが脱却できないの
は明らかだ。今時闘争は月例賃金の底上げを最
重点に、年齢別到達賃金水準を到達目標として
全体で取り組む。また、男女間賃金格差を検証し、

男女間の賃金格差是正の取り組みの初年度とし
たい。」「セーフティーネット（年金･介護･医療など）も
確立されておらず、格差の拡大・貧困の固定化の
現状を変えなければならない。2014春季生活闘
争は、広く労使協議の場と捉え、春だけの交渉でな
く、年間を通じた労使協議のスタートと位置付けるこ
とを労使で確認すべきである。」と訴えた
　その後、根橋事務局長より『連合長野の春季
生活闘争の基本スタンス「デフレからの脱却・経済
の好循環の創出実現のため、『底上げ･底支え』

『格差是正』に向けた取り組み」を踏まえ、すべ
ての働く者の処遇改善の実現をめざし、公正で
安心･安定的な社会の実現に向け、月例賃金に
拘ったたたかいを進める。具体的には、36,315名
の賃金実態調査より策定した「賃金カーブ維持
分4500円を確保し、過年度物価上昇分・生産性
向上分などに加え、格差是正・賃金水準の復元
分として5,000円」の賃上
げ要求を掲げる。また、県
内労働者の年齢別到達
目標として、35歳276,000
円を中心とした「到達水
準」を提示し取り組む』と
の提案があり、全会一致
で確認した。

あいさつする中山会長

要求実現のため団結ガンバロー！

春闘方針に対する質疑・応答
［自治労 大村地方委員］

　人事院は「給与制度の総合的見直し」と称し
て、更なる地域間格差を生み出そうとしている。
自治労は、1月16日 春闘討論集会を開催し春闘
方針を決定した。春闘期から更なる取り組み強
化を行う。連合長野と連携を取り、地域が一体と
なった取り組みを行うためご協力願いたい。

連合長野答弁
［根橋事務局長］

　公務労働者の労働基本権確立についても方
針にあるように継続的に行ってきている。引き続き
一緒になって行っていく。
　連携を取りながら取り組みを進めていくことが連
合の活動・運動であるので、構成組織の皆さんの
ご協力をお願いしたい。



　地方委員会終了後、連合の「1000万連合の実
現」、また、連合長野「16万連合長野の達成」をめざ
し、『1000万連合を実現する組織化行動キックオフ
集会』を開催した。

　冒頭、中山会長から「長野県内に働く労働者の
内、80％の労働者が組織化されていない。厳しい労
働環境の中にいる可能性がある。非正規のみなさん
にも声をかけましょう。人間関係を築き上げていくこと
が大切。諦めずに時間をかけて声をかけ続けよう」。
また、師玉組織拡大委員長（副会長）からは「組織
拡大の目的は①職場で働くすべての仲間を結集す
ること。②地域・産業の未組織労働者を結集して厚
生労働基準を確立すること。③社会大衆運動の先
にある政治の壁を動かすための結集」「組織拡大
の主体は、連合長野に集う産別を中心とした構成
組織。組織拡大・強化は表裏一体の運動。16万連
合長野に向けて共に歩んでいくことを確認したい。」
とあいさつがあった。
　その後、組織拡大方針の説明・組織を代表して
の決意表明・アピール（案）が提案され全会一致で
採択され、最後に構成組織の総力を挙げ16万連合
長野実現に向け、
師 玉 委員長の
団結ガンバロー
で会を閉じた。
　16万連合長野
に向け、心ひと
つに一人でも多
くの仲間を増や
そう！ あいさつする師玉組織拡大委員長

「1000万連合･16万連合長野｣実現に向けて
連合長野組織拡大キックオフ集会を開催

 
 
 

2014 年 1 月 17 日 (金) 

 

【スローガン】 
  

“労働組合なくして、社会の安心なし” 

すべての働く者の代表として、連合長野の総力を挙げ、組織拡大を

日常的に実践し、16 万人連合長野を達成しよう！ 

 

 

 

1000 万連合を実現する組織化キックオフ集会
次第

司 会： 副事務局長 徳 武  淳

1．主 催 者 あ い さ つ 連 合 長 野 会 長 中 山 千 弘

2．組織拡大委員長あいさつ 連 合 長 野 副 会 長 師 玉 憲 治 郎

3．連合長野組織拡大方針説明 連 合 長 野 組織アドバイザー 矢 澤 洋 孝

4．構成組織代表決意表明   Ｊ Ｐ 労 組 ＪＰ労組 佐 藤 幸 司

               情 報 労 連 ＮＴＴ労組 中 村  大

5．組織拡大推進チーム紹介   
6．アピール採択       電 機 連 合 富士電機労組 相 澤 健 弘

7．団結ガンバロウ三唱 連 合 長 野 副 会 長 師 玉 憲 治 郎
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　連合長野は地方委員会同日、連合本部高松和
夫労働法制対策局長（元連合長野副会長･UAゼ
ンセン）をお招きし、「労働者保護ルール改悪への対
応」と題し、2014春季生活闘争学習会を開催した。

　高松局長からは、この間の政府内での動向につ
いての説明、また、厚労省などからの多くの資料を
裏付けに、連合の考え方・これまで・これからの取り
組みについて丁寧で解りやすい説明をいただいた。
　連合長野も各所で街頭宣伝行動を行っているが、
政府の動きを注視し、今後も学習を深めるなかで、
解雇規制の緩和・労働者派遣法改悪・ホワイトカラー
イグゼンプションなど労働法改悪に対して、組織を上
げて取り組んで行くことを再確認した。
　不条理に反対の声を上げ、行動を起こさなけれ
ば、こうした流れを変えることはできない。
　今こそ問題意識を共有しながら、出来る行動を積
み重ね、大きなうねりを創り出そう！

　国際協力田米の合同発送式が1月10日（金）、
JA長野県ビルで行われた。
　『国際協力田』の取り組みは、ＪＡなどが取り組ん
でいる『国際協力田運動』の趣旨に賛同し、2010年
より国民運動・環境委員会で安曇野市豊科南穂
高地区の休耕田を借用して米作りを行っている。ま
た、2013年からは上伊那地協においても、農団労
上伊那労組が取り組んでいる伊那市美篶の国際
協力田活動に参加し活動を行っている。
　連合長野は、昨年収穫した325kgの米をＪＡ長
野県ビル前へ搬入し、Ｊ
Ａグループの皆さんが
収穫した5,522㎏、食と
みどり･水を守る長野県
民会議の皆さんが収穫
した4,230㎏と合わせて
10,077 kgの米をアフリカ
のマリ共和国へ発送した。
マリ共和国では、2012年
3月以降、国内外で大小

の紛争が続いており、そ
の結果、これまでになく
食糧、特に米の緊急要
請が続いている。
　本年は、長野地協が
独自で長野市内の水田
6aを借りて協力田の取
り組みを開始する。

講演する連合本部 高松労働法制対策局長

協力してトラックへの積み込み

発送式の参加者

労働規制の緩和・労働者派遣法改悪は許さない！
 2014春季生活闘争学習会

徐々に広がる国際協力田の取り組み
 マリ共和国への国際協力米の発送式を開催
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※写真は一例です。

第28回活動家学校に参加して
JP労組長野連協　山本龍三

　現代社会はパソコンや携帯電話など様々な情
報機器が氾濫し、物事があっとゆう間に流されて行
く。永平寺での山縣住職の講和では「正しい」の一
文字を分割すると「一」と「止まる」に分けられるとの
事。字のごとく正しいと判断しても一度立ち止まり冷
静に考える事が大切であると教えられた。頭では理
解しているつもりでもなかなか行動には移せない。何
事にも思慮深く考え対応する、私自身も感情のみの
行動に走る事がある。
　日々の忙しい限られた時間の中で非常に難しい
事ではあるが常に頭の隅において行動したいもので
ある。研修に参加された皆様大変ご苦労さまでした。

部落解放長野県民共闘会議 第37回総会
　総会には、民主党県連・社民党県連からの来賓
を含め総勢70名が出席した。
　第一部の総会では本年度の闘いの経過・決算
報告、次年度の活動方針・予算等が承認され、第
二部は「SAYAMAみえない手錠をはずすまで」の
金 聖雄監督をお迎えし、上映会を開催した。
　早智子夫人は石川さんの無実を信じ支援活動を
行う中で、手紙のやり取り等を通じて獄中の石川さ
んと結婚。50年間無実を訴え続けていても「我が
人生に悔いなし」と言う石川さんと「不運ではあった
が決して不幸ではない」と言う早智子夫人の二人
を描いた映画を鑑賞し、今後さらに世論を盛り上げ、
無罪を勝ち取るためのたたかいを継続していくことを
参加者それぞれが決意を新たにした。

部落解放県民共闘会議
活動家学校・第37回総会を開催
　部落解放長野県民共闘会議は、2013年11月18日から第28回活動家学校
を開催。初日は福井県・永平寺で人権確立に向けた取り組みについて法話
を伺い、翌日は、石川県部落解放同盟北陸事務所 吉田 樹事務局長より「北
陸地方における部落差別問題の現状と課題」について講演いただいた。
　また、12月5日には長野ホテル犀北館において第37回総会を開催した。 活動家学校参加者が永平寺で法話を聞く

総会後、第二部で映画上映に先だち、あいさつする金 聖雄監督

石川県部落解放同盟北陸事務所での研修風景


